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【ミッション】 
⽣きづらさを抱える 

中⾼⽣の個性（価値観）を肯定し 
 ありのままの⾃分でいられる 

居場所を運営する 

  
【ビジョン】 
すべての⼈々が 
互いに個性を 

⻑所として認め合い、 
他の誰かにとって有意義なものだと 

肯定感を得られる 
循環の輪をつくる 

  
【スローガン】 
Everyone As is Rich 

in individuality To Hold hands 
（誰もが⼿を繋いで 
個性に富む） 

 
ー頭⽂字を繋げると「EARTH」ー 

やんちゃ寺は、 
滋賀県から 
⽇本、地球へと 

与え合いの輪を広げます。 
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設立の経緯 

やんちゃ系の居場所の少なさ 

学校以外の居場所の少なさ 

不登校や引きこもりなど、非社会的不適応行動を示す子どもたちに寄り添い、 
ありのままを受け止めるフリースクールなど居場所の選択肢は増加してきている反面、 
反社会的不適応行動として生きづらさを表現する、いわゆるヤンキー系統の子どもたちに対して 
社会が提供する資源は、ほとんど行政による矯正・更生指導しかないのが現状です。 
やんちゃ系の子どもたちも、土台には自信のなさや不安感、自己肯定感の低さを内に秘めており、 
ありのままの受容や存在承認を充電できる場が、日常的に必要です。 

北欧等、福祉の先進国において、価値観や生き方を多様な大人から学ぶ機会が増えていますが、 
日本の子どもたちの生活は、まだまだ家庭と学校が中心です。 
親か先生しか人生のモデルがおらず、家庭や学校でうまくいかなければ「人生オワリ」 
といった絶望感は強く、日本は先進国の中で唯一、若者の死因の第一位が自殺です。 
居場所や人間関係、評価の物差しや人生のレールの多様化が求められています。 

やんちゃ寺＝ 
 

支援や福祉との親和性の低い 
ヤンキー系の子どもたちでも行きやすい居場所 

 
多様な価値観や生き方を実感出来る 

ありのままの自分に肯定感を育む居場所 

対象の子どものイメージ＝１０代（中学生、高校生、高校中退、中卒、高卒、二十歳まで） 
 

キーワード＝メンヘラ 、家出、タバコ、万引き、ヤンキー、化粧、校則違反、遅刻、サボり、 
喧嘩、短ランボンタン、染髪、入れ墨、売春、リスカ、薬物、警察、深夜徘徊、バイク窃盗、 
無免許運転、ピアス、朝起きられない、家庭不和、暴力、虐待、依存症、未成年飲酒 
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  やんちゃ寺の特徴 

問題行動に対する支援のための場所ではない 

やんちゃ寺には、毎日登校し、塾に通い、部活に励んでいる中高生も来ています。 
「○○な自分（何らかの問題行動を抱えた自分）」として繋がるのではなく、 
いいときも悪いときも、自分に自信があるときでもないときでも、 
ありのままの等身大の自分で所属することが出来ます。 
 
小学校卒業までは、学童や子ども食堂など、用事がなくても行ける地域の居場所は 
用意されているものの、中学校、高校にあがるにつれ、 
ふらっと無目的に所属することが許される場というのは減っていきます。 
 
行政における支援機関は、何らかの問題を取り上げた短期的な介入を行います。 
民間資源であるやんちゃ寺では、予防的・再発防止的役割を備えた場として、 
何もないときでもありのままを受け止めてもらえる、長期的な居場所を作っています。 

予防的役割 
 

普段からじっくり 
話を聴いてもらえる場、 
自分を肯定してもらえる場、 
安心できる逃げ場の提供 

 
＝レジリエンス（心理的危機に
対する回復力・柔軟性）の補強 

治療的役割 
 

現在の問題行動に対する背景や
本音に寄り添い、本人にとって
よりよい対処行動の模索 

 
＝頭ごなしの注意や否定、 
禁止ではない根本的な解決 

再発防止的役割 
 

ありのままの自分を 
どんなときも受け入れて 
もらえる場の継続的な確保 

 
＝結果的に自分を傷付ける 
やり方ではなく、その都度 
最善の問題打開策を 

誰かと相談できる体験の蓄積 

やんちゃ寺 
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活動の様子 

活動の様子を随時更新しています！ 

すぐ溶け込めるアットホームな雰囲気 

お願い 
やんちゃ寺では、見知らぬ大人に観察されているという環境が子どもたちにとって 

好ましくないことから、見学のご希望はお受けしておりません。 
その分、パンフレットやホームページ、SNSにて活動風景の配信に力を入れています。 
子どもたちが安心安全に過ごせる居場所作りのために、ご理解の程お願い致します。 

ごはん、甘いもの、チョコフォンデュ、わたあめマシーン、ワッフルメーカー、 
Nintendo Switch、桃鉄、マリオパーティ、卓球、ダーツ、カフェメニュー、各種ゲーム 

ホームページや Instagram をチェック！ 

農家さんなど近所の皆様からご寄付で頂く食材を使った手作りメニューは人の温もりたっぷり。 

◆見学の代わりに… オンライン説明会を定期開催しております。詳しくはホームページをご覧下さい 
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  Q&A 

 初めて行くとき緊張します…。 

そうですよね。 
大歓迎なので、安心して来てください！ 

 何人くらいの人がいますか？ 

１０代の方が５～１０人、 
スタッフが５人くらいです！ 

 友達と一緒に行ってもいいですか？ 

もちろん大丈夫です！ 

 行くときはどうすればいいですか？ 
 

やんちゃ寺を知っている大人や先生に言うか 
ホームページ問合せフォームからご連絡ください！ 
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身近な１０代の方・ご家庭に伝える 

ご寄付頂ける場合はホームページから 

ご協力方法 

実は休日、家に食事がない中学生、高校生は意外に多いです。 
ぜひ気軽に、和やかな居場所での息抜きをご案内ください。 
やんちゃしていようがいまいが、現状に問題があろうがなかろうが、 
「支援や福祉に自分は関係ない」「ダサい感じのことは嫌だ」と感じておられる方には特に 
無料で食べられるお昼ご飯やあたたかい空気に癒されに来て頂ければと思います。 
 
表には出していないけれども内に抱えた生きづらさや寂しさが 
やんちゃ寺に来てほんのりとでも和らげば、そんな嬉しいことはないです。 

アマゾン欲しいものリストでの物品寄付、ネット決済の簡単クレジット寄付など、 
無理ない形でやんちゃ寺に力をお貸し頂くいろいろな方法があります。 

ご寄付で頂いたもの 
 

さつまいも、お米、マリオパーティ、ダーツ、草津メロン、 
虫除けスプレー、紙コップ、ティッシュ、消毒スプレー、 
体温計、マスク、カラオケ、お野菜、カルピス、歴史まんが、 
調味料、ゴミ袋、プリン、クッキー、商品券などなど 
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スタッフ紹介 

すーちゃん（理事長さん） 
臨床心理士、公認心理師、認定心理士等、心理職の資格を持つ。 
行政で公務員として心理の仕事をする中で民間の居場所の必要性を感じ、やんちゃ寺を設立。 
短気を治そうと奮闘中。昔ギャルだった（なりヤン）。       ギャル時代→ 

わんちゃん（副理事長さん） 
元養護教諭。現役時代には韓国での学会発表をこなすなど、国境を越え子どものために奮闘。 
長年大好きな養護教諭の仕事をして、今は煎茶道の師範。 
穏やかに話を聴いて受け止めてくれる器の大きさは世界一。 

宮ちゃん 
教育や福祉分野に貢献する会社に勤めつつ、大学院に社会人入学して居場所を研究する強者。 
固定観念に囚われない価値観で、現代社会の生きづらさの改善に尽力している。 
すぐキレる理事長さんに柔軟に応じとりなしてくれる、縁の下の力持ち。 

あまちゃん 
看護師の資格を持ち、特技はハンドマッサージ。美容を通じたメンタルケアの第一人者。 
ちょうどやんちゃ寺の対象年齢の子育て中。母として悩み、人間としてぶつかりながら、 
人のために尽くす美しい心は伝説の女神として語り継がれそう。でも気さく。 

ゆっきー 
理系の現役大学生。相手に寄り添った教え方が出来る、本当に頭がいいタイプの賢者。 
プレゼンや要約といった「わかりやすさ」作りで右に出るものはいない実力を持つ反面、 
筋トレ、ポケモン（イーブイが進化する全員）、彼女が大好きで遊びにも全力。可愛い。 

おゆ 
現役養護教諭。ノリの良さと優しさのかたまり。しかし目の奥には不屈の精神。かっこいい。 
カードゲームが好きで、一切手加減しないため周囲はズタボロに負かされる。 
やんちゃ寺で怪我をしたら絆創膏貼ってあげるよ。 



 9 

  

開催情報 

基本的には【草津市 遍照寺】 

第１・５土曜日 14 時～16時（居場所） 
第３土曜日 10 時～16時（居場所＋無料食堂） 
 

たまに【出張やんちゃ寺】もやってます 

東近江市、愛荘町、彦根市等々… 
随時開催中！ 
最新の開催情報は、ホームページやSNSに！ 

滋賀県草津市草津3-5-15 遍照寺 
JR草津駅 徒歩１５分 
立木神社 徒歩 １分 

湖南農業高校 徒歩 ５分 
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〒525-0054 
滋賀県草津市東矢倉3-31-5 

やんちゃ寺事務局 
 

 
 

ホームページよりお問合わせください 
 

 

特定非営利活動法人やんちゃ寺 

事務局 

お問合わせ 

おまけ『理事長すーちゃんの想い』 
 

スタッフ紹介のページにチラッと載せましたが、 
私は昔、こんなでした。 

当時の私は、あらゆる居場所を全て失い、思春期の不安定さも合わさって、 
自分への自信も、未来への希望も失っていました。 

 
表面的には強そうに、気丈に振る舞っていても 

内心、理解や共感を必要としている１０代の方は多いように思います。 
 

まだまだ十分に機能しているとは言えない、成長途中のやんちゃ寺ですが、 
濃いギャルメイクで身を守っていた当時の私でも行けるくらい 
行きやすい場になるようにと、心を込めて活動しています。 

 
どうか、一人でも多くの１０代の方に 

見つけてもらい、使ってもらえますように。☺ 
 

今の１０代の方の生きづらさの軽減は 
縦（時間軸）にも横（世代間）にも連鎖し繋がって、 
現代社会に蔓延る多くのメンタルヘルスの問題全てに 
少なくない影響をもたらすものと信じています。 


